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第 6 章では、 研削抵抗について実験し、 比研削抵抗は平均中心変位角約 60。で最小となることお





第 8 章では、第 2章ないし第 7 章の結果にもとづき、本研削加工法の仕上面あらさ研削量砥石損耗お
よび砥石抵抗などのそれぞれからみた最適加工条件を整理し、表示している。
第 9 章は総括で、第 8 章までの結果を要約して述べ、この加工法が工業的にも十分役立つものであ
ることを述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、研削加工のうちで最も重要な位置をしめる円筒の研削に、通常の平形砥石と異なり、新
しくカップ形砥石による方法を提案し、その加工特性を理論的、実験的に解明したものである D すな
わち本加工法の特徴が、いわゆる交差切削にあることを指摘し、加工過程ならびにその有効性を詳細
な模型実験によって究明するとともに、それをもとにして実際研削砥石による加工特性についても、
理論的、実験的に研削条件ならびに砥石諸元と仕上面、研削量、砥石損耗量、研削抵抗などとの関連
性を明らかにしている。
以上の結果は、従来、経験的にしか理解されていなかった交差切削の機構を解明した点で、切削工
学上貴重な知見を与え、また新しい円筒研削技術の開発と、その指導原理を明らかにした点で工業上
重要な貢献をなすものであり、したがって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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